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漱石の遺産 ほとんど株
目
録
発
見
夫
人

言
と
合
致

夏
目
漱
石
の
死
去
直
後
の
葬
儀

・
相

続
関
係
の
書
類
が
見
つ
か

つ
た
。
財
産

の
ほ
と
ん
ど
が
株
で
あ
る
相
続
財
産
目

録
や
葬
儀
費

・
医
療
費
の
領
収
書
が
含

ま
れ
、
文
豪
の
財
産
状
況
や
死
去
前
後

の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
そ
う

だ
。

て
い
た
の
を
確
認
、
了
解
を
得

て
明
ら
か
に
し
た
。
漱
石
は
１

９
１
６

（
大
正
５
）
年
１２
月
９

日
に
死
去
。
書
類
は

「東
京
朝

一日
新
聞
社
記
者
　
夏
目
金
之

一助
」
の
家
督
を
長
男

「夏
目
純

一
」
が
相
続
す
る
際
、
母

（漱

石
の
妻
）

「夏
ロ
キ
ヨ
子

（
鏡

子
）
」
と
の
連
名
で
四
谷
税
務

署
長
宛
て
に
届
け
る
１
９
１

！７

年

１
月

１０

日
付

「
相
続
開
始

見
つ
か
っ
た
夏
目
漱
石
の
相
続

・
葬

儀
関
係
資
料
Ｈ
恵
原
弘
太
郎
撮
影 ！醒
鵜
”ン
が
描
播
覇
嚢
訴

ｒ笠
町
好

！！捧
メ
モ
、
控
除
対
象
の
葬
儀
費

・

鞠
一解
地
｝確播
鵡
脚
嫌贈
准

睡
！！密
銑
一率搬勅
綻
稲
♂
鴎
挫
密

４
種
類
残
る

「相
続
財
産
目

録
」
メ
モ
に
よ
れ
ば
保
有
株
は

「台
湾
銀
行
株
　
一ハ
○
株
　
第

一
銀
行
株

一
四
〇
株
」
。
そ
れ

ぞ
れ
市
場
価
格
で
換
算
さ
れ
、

合
計
を
化
防
略
‐４
‐０
‐０
旧
と
計

上
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ど
で
換

隻

段

に

脳

原

懸

贋

隅

脇
隔
晰
隔
陪
協
肝
障
核
停

ほ
か

に
預
金
５
７
４
円
、
電
話
、
著

作
や
朝
日
新
聞
社
か
ら
の
１２
月

分
給
料
２
０
０
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
出
版
社
別
に
ま

と
め
た
著
作

リ

ス
ト
も
あ

っ

た
。
メ
モ
に
記
載
さ
れ
た
財
産

総
額
は
１
万
９
７
２
４
～
１
万

６
５
０
６
円
と
金
額
も
項
目
も

ま
ち
ま
ち
だ
が
、
不
動
産
は
な

か

っ
た
。

夏
目
家
の
財
産
に
つ
い
て
は

回
想
録

一
漱
石
の
思
い
出
」
で

お
ほ

餘

物

鋸

効
蘇

券
に
買
い
代
え
て
」
持

っ
て
お

少
▼
キ
葬
式
ぐ
ら
い
自
分
の
手

で
り

っ
ば
に
」
出
し
ヽ
子
供
た

ち
の
学
資
を
入
に
頼
ら
ず
に
す

ん
だ
と
書
き
残
し
て
い
る
。
漱

石
自
身
、
株
の
購
入
や

「貨
殖

の
道
十
に
つ
い
て
書
簡
に
書
き

残
す
な
ど
投
資
を
し
て
お
り
、

今
回
の
資
料
は
こ
れ
ら
の
証
言

と
合
致
す
る
。
　

■

緩
収
書
に
は

！会
葬
者
用
椅
子

４
母
０
脚
な
ど
の
内
訳
が
あ
る

青
山
斎
場
の
１
６
７
円
１３
銭
、

死
去
直
前
に
購
入
し
た
体
温
計

や
薬
、
出
前
の
そ
ば
や
弁
当
ヘ

解
剖
の
際
に
運
ん
だ
と
み
ら
れ

る
寝
台
車
両
費

な
ど
が
あ

っ

た
。
そ
の
ほ
か
、
主

治
医

へ
の

２
０
０
円
な
ど
医
師
１０
人

へ
の

謝
礼
，
ス
ト
や

「
機

　

一
寸
弐

分
　
御
寝
棺
」
と
あ
る
葬
儀
社

の
ひ
つ
ぎ
の
明
細
も
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て

「大
正
五
年
十
二
月

末
日
　
夏
目
漱
石
葬
式
費
用

書
類
及
相
続
書
在
中
」
と
書
か

れ
た
茶
封
筒

（縦
約
２９
×
横
約

２２
考
）
に
収
め
ら
れ
て
い
た
中

■
島
国
彦
・
元
早
稲
田
大
教

饗
離
鰈
ギ錨

深
い
。一
ま
た
、
！詳
細
な
葬
儀
資

料
は
ハ
晩
年
の
人
間
関
係
を
生

々
し
く
伝
え
て
い
る
十
と
話
し

て
い
る
。
　
　
　
　
（岡
恵
里
）


